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おしらせHOTコーナー　案内 
　
４
月
か
ら
、
重
症
の
肝
臓
機
能
障
が
い

が
あ
り
一
定
の
認
定
基
準
を
満
た
す
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま

す
。
 

　
２
月
１
日
か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、

障
が
い
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

J
障
が
い
福
祉
課
蕁
A

４
２
８
、
埼
玉
県

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
蕁

０４８
・
７２５
・
０
２
１
６
 

  　
１
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

●
　
山
優
さ
ん
　
蕁
９９９
・
３
７
８
６
 

（
担
当
地
区
―
新
田
南
Ｃ
）
 

●
片
岡
惠
美
子
さ
ん
　
蕁
９９５
・
９
４
７
６

（
担
当
地
区
―
南
後
谷
一
）
 

J
社
会
福
祉
課
蕁
A
３
１
６
 

  　
古
く
な
り
腐
食
し
、
破
損
し
た
屋
外
広

告
物
（
宣
伝
看
板
）
は
、
強
風
等
に
よ
り

倒
壊
や
落
下
し
て
、
通
行
人
な
ど
に
被
害

を
与
え
る
事
故
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
の
良
好
な
景
観
形
成
の
妨
げ
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

　
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
ま
ち
の
良
好
な

景
観
形
成
を
図
る
た
め
に
、
屋
外
広
告
物

を
設
置
・
管
理
し
て
い
る
方
は
、
定
期
的

な
点
検
を
行
い
、
不
要
な
広
告
物
を
撤
去

す
る
な
ど
適
正
な
管
理
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
 

J
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
３
４
６
 

         　
建
物
の
延
べ
床
面
積
が
５００
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
ま
た
は
、
高
さ
が
１２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
建
築
物
で
、
各
壁
面
の
１０
分
の
１
以

上
の
面
積
を
修
繕
・
模
様
替
え
・
色
彩
の

変
更
を
行
う
場
合
に
は
、
工
事
を
行
う
３０

日
前
ま
で
に
景
観
法
に
基
づ
く
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
八
潮
市
景
観
計
画
に
定
め
る
特

定
区
域
（
八
潮
駅
周
辺
の
商
業
地
域
・
近

隣
商
業
地
域
）
内
で
の
こ
れ
ら
の
行
為
は
、

す
べ
て
の
建
物
等
に
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

J
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
３
４
６
 

  　
平
成
２１
年
１２
月
１５
日
に
改
正
農
地
法
が

施
行
さ
れ
、
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農

業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

J
農
業
委
員
会
事
務
局
蕁
A
２
８
６
 

  　
平
成
２２
年
度
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の

申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
郵

送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
持
参
に
よ

り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
申
告
用
紙
が
な
い
場
合
や
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

J
資
産
税
課
蕁
A
４
１
２
 

   　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
、

住
ま
い
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
管
理
の
相

談
を
気
軽
に
で
き
る
相
談
会
で
す
。
日
ご

ろ
の
問
題
解
決
に
、
ぜ
ひ
、
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。
 

Q
３
月
４
日
貅
　
午
後
６
時
〜
９
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅

北
口
）
 

O
相
談
員
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
 

J
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
蕁
０４８
・

２５０
・
６
３
１
６
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A

２
７
０
 

   　
館
内
機
械
設
備
、
電
気
設
備
点
検
の
た

め
、
２
月
１９
日
貊
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。
 

J
す
え
ひ
ろ
荘
蕁
９３６
・
９
１
８
１
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
蕁
９３６
・
０
５
０
７
 

  N
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
団
体
 

O
４
月
〜
７
月
に
実
施
す
る
、
次
に
該
当

す
る
文
化
活
動
の
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
２５
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
 

▼
芸
術
文
化
の
振
興
（
活
動
成
果
の
発
表

な
ど
）
▼
伝
統
文
化
の
継
承
・
保
存
（
後

継
者
の
育
成
、
備
品
整
備
な
ど
）
な
ど
 

M
２
月
２２
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
所

定
の
事
業
計
画
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

県
文
化
振
興
課
で
入
手
）
を
郵
送
で
県
文

化
振
興
課
（
〒
３３０
―
３
９
０
１
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
３
―
１５
―
１
埼
玉
県
文
化

振
興
課
文
化
事
業
・
Ｕ
Ｄ
担
当
蕁
０４８
･
８３０

･
２
８
８
４
）
へ
 

※
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
申
請
の
手
引

き
を
郵
送
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

  Q
２
月
１９
日
貊
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

L
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル
（
大
宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
５
分
）
 

N
平
成
２２
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
等
を
卒
業
見
込
み
か
、
卒
業
後
３
年

以
内
の
方
 

O
企
業
約
２０
社
が
参
加
す
る
入
退
場
自
由

の
面
接
会
。
参
加
企
業
一
覧
を
配
布
。
 

K
履
歴
書
（
複
数
）
 

P
無
料
 

J
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５
 

   Q
２
月
２０
日
貍
　
正
午
〜
午
後
５
時
 

L
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
３０
階
（
新
宿
駅
西
口

下
車
徒
歩
３
分
）
 

N
社
会
人
、
高
校
生
 

O
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
、
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・

受
講
手
続
き
に
つ
い
て
直
接
相
談
。
『
大

学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
』
を
配
布
。
 

P
無
料
 

J
譛
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
蕁
０３
・
３

８
１
８
・
３
８
７
０
 

  Q
３
月
８
日
豺
・
９
日
貂
　
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分
 

L
さ
い
た
ま
共
済
会
館
６
階
ホ
ー
ル
（
Ｊ

Ｒ
浦
和
駅
西
口
下
車
徒
歩
１０
分
）
 

O
▼
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
点
に
つ

い
て
▼
就
業
規
則
の
改
正
に
か
か
る
留
意

事
項
に
つ
い
て
▼
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

▼
個
別
相
談
ほ
か
 

R
２００
人
（
申
込
順
）
 

M
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
埼
玉
労
働
局
雇
用
均

等
室
（
蕁
０４８
・
６００
・
６
２
１
０
　
蕭
０４８
・

６００
・
６
２
３
０
）
へ
 

Q

L

O

K

R

M

J

N

P

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
管
理
を
 

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
 

文
化
振
興
基
金
の
助
成
 

求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

農
地
の
相
続
等
の
届
け
出
の
お
願
い
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
 

肝
臓
機
能
障
が
い
が
身
体
障
害
者
 

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
 

建
物
等
の
塗
り
替
え
等
に
は
 

事
前
の
届
け
出
が
必
要
で
す
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
え
ひ
ろ
荘
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館
 

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
ト
ラ
ブ
ル
・
 

管
理
に
関
す
る
無
料
相
談
 

大
学
通
信
教
育
春
期
 

合
同
入
学
説
明
会
 

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
説
明
会
 

※問題が生じた時は当事者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。 
MJ商工観光課蕁A３３６ 

不用品あっせんコーナー 
ゆずります 

犬小屋（ステンレス製２畳、９０００円） 
シングルベッド（５０００円） 

第5回中川やしお花桃まつり 
3月10日～28日　午前9時～午後3時 

特別イベント＝３月２０日貍・２１日豢 

特別イベント参加者募集 

　中川やしおフラワーパーク恒例の「花桃まつり」を開催します。多彩なイベントを開催しますので、
ぜひお越しください。 
 
 
　商工会特産品・推奨品ＰＲ、模擬店、よさこいソーラン（２１日のみ）、筝曲演奏（２１日のみ）、和
太鼓演奏、歌謡ショー（花桃ライブ・のど自慢大会・手品・大道芸人ほか）、花桃苗木販売、写真コ
ンテストなど 
 
 
①中川やしお花桃ウォーキング 
Q３月２１日豢　午前９時出発（午前８時３０分集合） 
O八潮駅集合～フラワーパーク～八潮駅（約１３キロメートル） 
R３００人（申込順） 
P無料 
②中川・大場川体験クルージング 
Q３月２１日豢　午前９時３０分～午後２時 
L花桃まつり会場と大場川マリーナの２箇所 
O所要時間＝約３０分 
R６０人（申込順） 
P１人５００円（保険代） 
③模擬店出店者 

Q３月２０日貍・２１日豢　午前９時～午後３時 
N市内に事業所を有する法人・個人・団体 
O地場産品、自社取扱製品・商品の食品（保健所の届出必要） 
P１コマ１日３０００円（２.７×３.６メートルのテント）１団体２コマまで 
④写真コンテスト出品作品 
Oまつり期間中に撮った写真、２Ｌ～４切ワイド※未発表作品で１人３点まで 
M４月２３日までに、窓口または郵送で商工会（蕁９９６－１９２６）へ 
 

―①～③共通― 
M２月１５日・午前９時から、中川やしお花桃まつり実行委員会・八潮市観光協会（八潮市商
工会内蕁９９６－１９２６）へ 


